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博士人材の活躍に向けた産学官連携プラットフォーム
サブ会合第4弾

 博士学生の育成を産学で実施するための仕組みづくり

令和7年12月8日 (月) 14:30~16:30

PEAKS
Leaders' Forum on 
Promoting the Evolution of Academia for Knowledge Society

大学支援フォーラムPEAKS

【資料１】
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博士PFサブ会合第4弾の背景とゴール
背景 サブ会合第4弾のゴール

• 博士人材の活躍に向けた産学官連携プラットフォームでは、
第Ⅰ期末（今年度末）までに、政策提言や仕組み・システムの
開発等、具体的なアウトプットの創出を目指している

• これまでに全5回の会合 (うち3回はサブ会合) を重ね、博士人材
の産業界での活躍、その先にあるイノベーション創出に向けて、
日本国内の好事例の共有や、現場での課題の抽出を行ってきた

• 議論の中で、博士人材が学生のうちから、産業界がリソース (資金、
人的リソース等) を提供し、大学とともに「育成」に関わることが重
要であることが指摘された

• また "産業界" と博士人材の関わりは様々であり、少なくとも業種
や職種の観点から課題を分析し、解決への具体策を検討すること
が重要であることが指摘されてきた
– 博士人材の活躍が既に進んでいるが、まだ高度専門人材が
足りていない先端セクター (AI、半導体 等)

– “博士人材の活躍がこれからのセクター" (製造業や製薬以外
の産業、ビジネス職等)

サブ会合第4弾では、博士PF第Ⅰ期の
取りまとめ作成に向けて、これまでの議論を
振り返ると共に、「博士学生の産学での共同
育成」について集中的に検討する
• これまでの博士PFでの議論を振り返り、
第Ⅰ期の取りまとめの骨子を共有する

• 取りまとめの骨子のうち、特に「博士学生
の産学での共同育成」について、
"先端セクター"、"博士活躍がこれからの
セクター" ごとに情報提供/事例紹介を
踏まえた上で、産学官のアクションに
ついて議論する
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ご挨拶 (佐藤康博博士PF主査  PEAKS座長、CSTI 非常勤議員
株式会社みずほフィナンシャルグループ 特別顧問)

事務局説明
第1部：高度専門人材の育成が急務である "先端セクター" (AI、量子、
 半導体)で、産業界のリソースを投入し、博士学生を共同で育成する
 仕組みを作るには？
• 経済産業省・文部科学省からの情報提供
• グループディスカッション
第2部：“博士人材の活躍がこれからのセクター" (金融、保険、商社等、ビジネス
職等)で博士学生と産業界の接点・共創をどう増やすか？
• かんぽ生命保険・立命館大学の取組紹介
• 北陸先端科学技術大学院大学の取組紹介
• グループディスカッション
全体講評 (上山隆大内閣府本府参与)

第3回会合について (大学支援フォーラムPEAKS事務局)

博士PF
サブ会合第4弾
Agenda
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PEAKS 博士人材の活躍に向けた産学官連携プラットフォーム 参加に際するお願い

•人事等の機微な情報を取り扱うため本日の内容は一般非公開とする。

•本会合での発言は、個人や組織を特定する形でプラットフォーム外に
出さない。

•グループワークでは、積極的に発言する。
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ご挨拶 (佐藤 康博 博士人材の活躍に向けた
産学官連携プラットフォーム主査
(総合科学技術・イノベーション会議 非常勤議員 / 
みずほフィナンシャルグループ 特別顧問))
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事務局説明
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大学支援フォーラムPEAKSについて

《これまでの成果》
・ PEAKSにおける「真に世界と伍する研究大学ワーキ
ンググループ」等の議論が国際卓越研究大学制度の検
討基盤に
・ PEAKSにおける「財務・経営ワーキンググループ」の
議論が国立大学会計基準の改正の検討基盤に

○ 「統合イノベーション戦略（平成30年６月15日閣議決定）」を踏まえ、産業界、⼤学等、政府関係者から成る
「⼤学⽀援フォーラムPEAKS*」を令和元年度に創設。

○ 産学官の協働を推進し大学の生み出す知の社会実装を促進するため、各省横断的な観点をもって構成員に
働きかけられるのが特徴。

《現在の主な活動》

実証事業

イェール大学
プログラム

全体会合

【参考】 第６期科学技術・イノベーション基本計画（令和３年３月26日閣議決定）
⼤学関係者、産業界及び政府による「⼤学⽀援フォーラムＰＥＡＫＳ」において、⼤学における経営課題や解決策等について具体的に議論し、イノベーションの創出につながる好事例の⽔平展開、規制緩和等の
検討、⼤学経営層の育成を進めるとともに、政府は現場からの規制緩和等の提案について迅速に検討し、必要な政策を実⾏する。

WG等 イノベーション創出へ向け、博士
人材が産業界で活躍する場づくり

伴走支援を通し作成した日本
型大学成長モデルの横展開

大学経営人材の育成
海外トップ大学とのネットワーキング

活動成果を横展開する場
構成員のネットワーキングの場

* Leadersʼ Forum on Promoting the Evolution of Academia for Knowledge Society

構成員74名

49名

8名17名

《体制》 ※2025年10月時点

大学等

関係府省産業界

※座長：佐藤 康博 総合科学技術・イノベーション会議 非常勤議員／
株式会社みずほフィナンシャルグループ 特別顧問
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PEAKS 産学人材流動WGアクション・プラン(令和6年7月策定)について

https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/20240718peaks.html

 PEAKSに令和6年1月に設置された「産学人材流動WG」にて、我が国における博士人材を起点としたイノベーション
の創出に向けて、企業・大学のそれぞれによるアクション、両者の協働によるアクションのリストを取りまとめるとともに、
政府での検討を期待する事柄についても提言した。

 これらのアクションを、WG構成員の組織だけではなくPEAKS構成員の企業や大学をはじめ、全国の企業・大学へも
展開されるよう、定期的に見直しやフォローアップを実施していくこととなっている。

④日本全国の
企業・大学

③先進的な取組を進める企業・大学
（地方の企業・大学を含む）②PEAKS参加の

企業・大学
①産学人材流動WG
参加企業・大学

経団連等経済団体からの支援

1 2 3 4

：それぞれのアクションプラン

産学連携のアクション 【抜粋】
博士課程・人材について相互に理解
を深めつつ、改善につなげていくため、
大学と産業界との対話の場を設けま
す。

大学のアクション 【抜粋】
全ての博士課程学生が、専門分野における知見に加えて、汎用的能
力（トランスファラブルスキル）を身につけることができるよう、必要な大
学院改革を推進します。異なる専門分野に関する授業や、プロジェク
ト型学習・インターンシップ・企業内研究を必修化するとともに、身につ
けたスキルを可視化します。

産業界のアクション 【抜粋】
経営層と現場、人事部門と他の事業部門との間で、博士人材の戦
略的活用について積極的に議論し、それを採用活動を含めた人事
政策に反映させます。
また、経営層を含めた枢要なポストへの博士人材の登用を推進しま
す。

https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/20240718peaks.html
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PEAKS 博士人材の活躍に向けた産学官連携プラットフォーム(令和7年1月設置)について

①産学官が定期的に対話・情報交換を行い協働先を見つけるネットワークづくりのための場を作る
②「産学人材流動WGアクション・プラン」の実行・改善に加え、博士人材活躍の新たなモデルケースを創出する
③政府関係者も含めた対話を行い、産業界・大学発の政策提言の場としても活用する

目的

博士人材の活躍を通じてイノベーションの創出を図る意欲のある企業・大学・関係府省等構成組織

産業界・大学それぞれの博士人材の活躍に知見のある方＋関係府省等
（主査 ：佐藤PEAKS座長、株式会社みずほフィナンシャルグループ 特別顧問）

会合出席者：
• 半年に1回程度の会合活動内容

• 必要に応じて、別途、実務レベルで現場の課題解決や具体のモデルケース創出に向けた討議を行う場も設定。

• 当面、プラットフォーム（第Ⅰ期）として、令和7年1月～令和7年度末までを目途として活動。当面の予定

令和8年令和7年
12月

第2回会合
（9月25日）

アジェンダ
・「博士人材のスキル
の可視化・産学ニー
ズのマッチング」につい
て、サブ会合第3弾の
議論を踏まえ、民間
サービス事業者より
進捗・展望の報告
・取りまとめに向けた
意見交換

9月

第3回会合
（１月29日）

1月 １月

第1回会合
（1月22日）

アジェンダ
•基調講演

(三重大学西村訓弘教授)
•産学人材流動WG
アクション・プランの
実施状況共有

•産学による取組事例の
共有

•意見交換

4月 5月 6月

オンライン勉強会(サブ会合)第1弾（4月18日）
「博士活躍」のイメージ理解促進に向け、博士の活躍がこれから
の業種や職種で活躍するロールモデルによるパネルディスカッション

プラットフォーム（第Ⅰ期）スケジュール（予定）

オンライン勉強会(サブ会合)第2弾（5月14日）
博士活躍に向けた産学連携による取組の先行事例について、具
体のコストや成果、実現へのプロセスやハードルを勉強・意見交換

オンライン勉強会(サブ会合)第3弾（7月11日）
「博士人材のスキルの可視化・産学ニーズのマッチング」をテーマに、
既存の民間サービスについて学んだうえで、産学の課題や、
その解消のためどのようなものがあるとあると理想的か、機能要件
を議論

オンライン勉強
会(サブ会合)
第4弾

（12月8日:本日）
産学での博士の共同
育成について、第2回
会合での議論も踏まえ、
取りまとめに向けた
詳細を議論
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博士PF第Ⅰ期 取りまとめ骨子（案）
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博士PF 第Ⅰ期: 議論の背景

• 博士PF 第Ⅰ期 では、日本全体の動向とPEAKSのこれまでの取組・議論を踏まえて、取りまとめを作成する。

 令和6年度、「産学人材流動WG」において『博士人材を起点とした
イノベーションの創出に向けたアクション・プラン』を取りまとめ、産学官
それぞれの具体的なアクションを整理した。

 令和7年度からは、「PEAKS 博士人材の活躍に向けた産学官連携
プラットフォーム」(以下「博士PF」) を設置し、博士人材の活躍に向け、
可能なアクションは期間中に実施するとともに、現場での課題等を
踏まえて、『アクション・プラン』を踏まえつつ、今後、産学官それぞれに
求められるアクションをアップデートすることとした。

博士人材の産業界での活躍が期待され、
産官学一体となって取り組んでいる

 文部科学省・経済産業省・日本経済団体
連合会・経済同友会など: 博士人材が
イノベーションに不可欠であるという認識が
提言で広く共有されている

イノベーションには博士人材が不可欠

博士人材の大幅な増加を目指す
 文部科学省の令和6年度『博士人材活躍
プラン』:博士人材の大幅な増加を目指す
「2040年における人口100万人当たりの博士号
取得者数を2020年度比で約３倍とする」

PEAKSでは、産学官による協創で
「具体的なアクションや成果の創出」を目指している

PEAKSの
取組

 様々な議論が行われている一方、博士課程進学者は概ね減少傾向が
続き、人口当たりの博士号取得者の割合も、アメリカやイギリス等と比べ
て相対的に少ない状況 産学官それぞれが具体的にアクションを
行い、成果を創出する必要がある

 半導体等先端セクターでの博士以外も含め、我が国の博士学生全体
についてアカデミア以外での活躍の場を整備することが必要 先端
セクターのみならず、博士活躍が"これからのセクター" (業種、職種) に
も焦点をあてて議論

PEAKSの
問題意識

産業界での博士人材活躍を推進
 文部科学省・経済産業省『博士人材の民間
企業における活躍促進に向けた検討会』
(令和6年度): 産業界での博士人材活躍を
促進するため、企業・大学・学生向けガイド
ブック、ロールモデル事例集、ファクトブックを
取りまとめ
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博士PF 第Ⅰ期: 取りまとめの目的

• 博士PF 第Ⅰ期 では、文部科学省、経済産業省、経団連、経済同友会などによる、関連する博士人材に関する提言を
参考にしながら、博士PFを通じて生み出された具体的な成果や、今後、産学官が取るべきアクションをさらに深化・整理
することを目指す。

前提

 博士人材については、文部科学省・経済
産業省、日本経済団体連合会・経済同
友会など様々な組織が議論し、提言や
ガイドブックを作成している。

 そのため、PEAKS として新たに取りまとめを
行うにあたっては、これらの既存の提言や
ガイドブックを踏まえつつも、さらに深化・
整理した独自の視点を打ち出す必要が
ある。

 PEAKSの強みは、先進的取組を進めること
に積極的な産学官が集い、組織の壁を
越境した俯瞰的な議論の場を設けて、
現場の実態に即した具体的な検討が
できることにあるため、その点を意識した
取りまとめを行う。

取りまとめで目指すこと

「博士人材」を一括りにせず、 "業種" や "職種" の観点で
解像度をあげて、産学官が行うべきアクションを整理する
• PEAKS産学人材流動WG の『アクション・プラン』を土台に、より
一層、産業界・大学の実態に即したものにアップデート

省庁や産学を横断した視点から政策的課題を発見し、
産業界・大学の現場での課題を踏まえて、政府や産学が
行うべきアクションを整理する
• PEAKS幹事会やCSTI木曜会合等と連携し提言を目指す
博士PFでの議論・ネットワークを通じて生み出された
具体的な “成果” を整理して発信することで、博士人材
活用に関心がある産業界・大学のアクションを促進する
• 博士人材のスキル可視化システム (＝PEAKS PF 参加の
民間マッチングシステム事業者の取組)

• 産業界・大学での先行取組事例 等
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課題分析: 産業界の視点（業種・職種）による課題の分解

• 博士PF 第Ⅰ期 では、「博士人材」を一括りにせず、 産業界の視点（"業種" や "職種"）で解像度をあげて議論を行った。
• 議論の結果、“博士人材の活躍がこれからのセクター” と “博士人材の活躍が進んでいる先端セクター” に分けて課題を分析した。
• 博士人材の供給サイド（大学の学問分類）ではなく、需要サイド（産業界）の視点に立ってカテゴライズすることで、実際に産業界で博
士人材の活躍を促進するための検討を深化させた。

製造・バイオ・
化学・情報通信

金融/保険・商社

研究開発職/
専門職/
技術職等

博士活躍が
進んでいる
先端セクター

• 企業は博士人材のトランスファラブルスキル (専門性以外の
スキル)に期待していることが多い。

• しかし、専門性に比べて、トランスファラブルスキルは可視化が難しい
ため、マッチングが進んでいない。
– 博士人材は自身の能力を十分に表現できない。
– 企業は博士の力量を見極められない。

• トランスファラブルスキルを十分に評価し採用に繋げるために必要と
なる、企業と博士人材の接点が "博士人材の活躍がこれからの
セクター" では十分ではない。

現状の課題 (PFの議論より)

活躍が
これからの
セクター❶

業種・職種による分析

業種

職種 ビジネス職
(マーケティング・

人事等)

経営層/
マネジメント職

(PM等)

セクター

活躍がこれからの
セクター❷

活躍がこれからの
セクター❸ • 製造業・バイオ・情報通信等の企業における研究開発職等では、

博士人材の活躍はすでに進んでいる。
• しかし、国家にとって重要な技術分野 (クリティカル・テクノロジー; 

AI・半導体など) では高度専門人材の数が不足しており、さらに
多くの博士学生の輩出が必要である

• そのため、博士学生育成のボトルネックとなっている大学側の人員・
資金といったリソース不足を解消するための手立てが求められる

博士人材の
活躍が
これからの
セクター

博士人材の
活躍が
進んでいる
先端セクター
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博士PF 第Ⅰ期: 取りまとめの基本方針

• PEAKSでは、イノベーションの促進に向けて、博士人材の活躍に関わり、博士PF第Ⅰ期の取りまとめにおいて３つの基本方針を設定する

日本を「世界で最もイノベーションに適した国」にするため
博士人材を知識基盤社会の中核とする

“博士活躍がこれからのセクター"
(業種・職種) でも

博士人材が活躍できるようにし、
博士人材の活躍の「幅」を広げる

クリティカル・テクノロジー (AI・半導体等)
での高度人材の不足を解消するため、
産業界への出口を前提とした
博士課程教育の仕組みをつくる

博士人材がもつトランスファラブルスキル (専門性以外のスキル)を
可視化し、企業とマッチングする仕組みを構築する 博士学生の育成に産業界がリソースを

提供し、産学で共同育成する
仕組みを構築する

[産学協創を前提とした学位プログラム等]

ビジョン

課題
認識

基本
方針

A C

産業界のマネジメント層での
博士人材の活躍を増やし
技術を深く理解した
経営を推進する

“博士人材の活躍がこれからのセクター" (業種・職種) で博士の
専門スキル・トランスファラブルスキルを

育成・評価し、採用に繋げるための接点・共創の枠組みを創る

B
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博士PF 第Ⅰ期: 第Ⅰ期の成果を踏まえた、取りまとめにおける「産学官のアクション」の概要

• PEAKS博士PFでは第Ⅰ期の議論のまとめとして、３つの基本方針を具体化するため、４つのアクションを提起する

高度人材が不足する
先端セクター (AI/半導体等)

での産学による
博士学生共同育成

企業がリソース (資金・人材等) を提供して、
博士学生を産学で共同育成する仕組みの推進

• AI分野での「卓越社会人博士制
度」の事例紹介
(富士通株式会社)

• 博士人材が産業界との
共同研究に参画する事例の
普及や課題点の整理

C

基本方針 博士PFにおける変化の兆し 変革に向けた今後のアクション

“博士活躍がこれからのセクター”
も含めたトランスファラブルスキル

の可視化/マッチング

産業界が求めるトランスファラブルスキルの可視化
・民間マッチングシステム事業者の取組を産学でより協力・活用
・産学による可視化に必要な能力・要素の明確化
“博士人材の活躍がこれからのセクター” での
博士人材のロールモデルの創出とデータベース化

• 民間マッチングシステム事業者を巻
き込んだ対話により、産業界・アカ
デミアが必要とする要件を定義

• マッチングシステム事業者によるシス
テム開発・実装の進展

“博士人材の活躍がこれからの
セクター” における専門スキル・
トランスファラブルスキルを

育成・評価し、採用に繋げる
ための接点・共創の枠組み

“博士人材の活躍がこれからのセクター” における博士学生と
産業界の接点・共創の枠組みづくり

• “博士人材の活躍がこれからの
セクター” における博士人材のロー
ルモデル普及

• “博士活躍がこれからのセクター” 
での産業界とアカデミアの博士人
材共同育成事例の普及

A

B

A1

B1

A2

C1
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産業界が求めるトランスファラブルスキルの可視化・マッチング

• 博士人材の有する "トランスファラブルスキル" を可視化するシステムの開発・普及を進めることで、研究開発職以外へ就職
できる博士人材の幅を広げることを目指す

今後のアクション (案)
• 博士人材と企業をマッチングするシステムにおいて、客観データ

(論文等)、AI対話、第3者評価等による、トランスファラブル
スキルの評価方法を充実させ、活用する 【産学】

• 多様なマッチングシステムの特性を整理し、大学、博士個人、
産業界にとっての活用の参考となるものを作成する 【産学】
※PEAKSの取りまとめで現段階の整理は行うが、今後はこれを発射台として産学で更新

• 博士人材に産業界が求めるトランスファラブルスキルについて、
業界/職種の特性を踏まえ、より細かな粒度で整理する【産学】

• 産業界が求めるトランスファラブル・スキルを習得できるコースに
ついて、受講・単位取得した学生へデジタルバッジを付与する
仕組みを整備する 【産学】
※産業界も学生の評価に関わるコースの企画・運営を産学が協力することから開始すること
で、産学での評価基準のすり合わせ等が可能になる

• SPRING(※1) 等の政府施策において、研究支援サービス・
パートナーシップ認定制度 (A-PRAS) (※2)等で認定された研
究支援サービスの活用を促進する【政府】
※1 既存の学内組織・分野の枠組みを越えて学内で選抜された優秀な博士後期課程学生に
対し、生活費相当額及び研究費の支給やキャリア開発・育成コンテンツの提供などを一体的に
推進するプログラム
※2 民間事業者が行う研究支援サービスのうち、研究者の研究環境を向上させ、我が国におけ
る科学技術の推進及びイノベーションの創出に寄与するサービスを認定する制度

目指す姿
• 博士人材が持つ
学術面での専門性以外
の能力・資質を可視化
し、産業界との可視化を
図る

• 大企業において、
研究部門以外で
博士人材の就職を
増やすことで、産業界で
の博士人材活躍の幅を
広げる

• 以って、博士人材が
企業等における多様な
場でその能力を発揮し、
組織全体での
イノベーション創出と
事業・経営戦略が向上
する

現状/課題
• 経団連の提言で企業が博士
に求める能力・資質等は整理

• PEAKS の博士PFでは、企業が
求める方法で博士人材の
スキルを可視化するシステムを、
事業者も交えて議論した上で、
一部を実装

• 他方、トランスファラブルスキル
を基盤とした採用を進めるには、
システムの磨き込みやさらなる
普及が必要

1

2

3

4

5

A1
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“博士活躍がこれからのセクター” での博士人材のロールモデルの創出とデータベース化

• 産業界で活躍する博士人材について、“博士活躍がこれからのセクター” へロールモデルの拡大を図るべく (製造業・製薬等
以外への拡大、マネジメント層・ビジネス職への拡大)、データベース等を構築しつつ、産学官における活用を進める

目指す姿
• 製造業や製薬業の
研究開発職等といった
「博士活躍が進んでいる
セクター」以外に
就職できる博士人材を
増やす

• マネジメント層、ビジネス
職への博士活躍が進む
ことに以って、企業の中
で"技術" と "事業" が
つながり、イノベーションを
生み出していく

• 博士課程修了後に企
業で活躍するイメージを
持てる学生を増やし、博
士課程への進学希望者
を増やす

現状/課題
• 文科省・経産省が博士人材の
ロールモデル集を創っている

• この中で、専門性以外の
汎用的な能力 (トランス
ファラブルスキル)を生かして
活躍する事例も出てきているが、
割合としては僅少であり、
専門性を直接活かして業務に
あたる博士人材よりも企業/
博士人材個人双方にとって
活躍のイメージをつかむことが
困難である

• PEAKS の博士PFではこうした
ロールモデルの紹介を行ったが、
企業の人事担当者や博士
学生に対するこのようなロール
モデルの十分な普及には至って
いない

今後のアクション (案)
• 特に製造業・製薬業における研究職以外の、民間で
の博士人材のロールモデルを生み出せるよう、当該
セクターでの博士活躍につき各企業で入社後の
見通し (育成プログラム、キャリアパス等) を整理し、
採用活動等に活用する 【産業界】

• 学生が “博士活躍がこれからのセクター” における
ロールモデルにも触れられるよう継続して事例を収集し、
データベース化等を行う【民間マッチングシステム事業
者・産業界】。また、上記事例の活用を進める 【産学
官】

• 博士課程への進学者が増えるよう、学部時代から
多様な博士ロールモデルの事例に触れる場面を創る
【大学】。また、「スーパー・サイエンス・ハイスクール
(SSH)」 、「次世代科学技術チャレンジプログラム
（STELLA）」、「未来の博士フェス」との連携など、初
等・中等教育段階からの多様な博士ロールモデルを
発信する 【政府・大学】

1

2

3

A2
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“博士人材の活躍がこれからのセクター" における博士学生と産業界の接点・共創の枠組みづくり

• 今後、“博士人材の活躍がこれからのセクター" (製造業や製薬以外の産業、ビジネス職 等) での博士活用を促進するためには、博士課
程在籍時から学生が企業と何らかの接点をもち、共創する枠組み (共同研究、インターンシップ 等) が重要である

• 現状の制度的枠組み (ジョブ型研究インターンシップ 等) も含めつつ、それにとらわれることなく、博士学生と “博士人材の活躍がこれからの
セクター” (製造業や製薬以外の産業、ビジネス職) が互いについての理解を深めるための接点・共創の枠組みを増やすことを目指す

B1

目指す姿
• "博士活躍がこれからの
セクター" (製造業や製薬
以外の産業、ビジネス職)
で博士人材が活躍している

• そのために、博士課程在学
中に、自らが得たスキルが
“博士活躍がこれからの
セクター” でどう役立つか、
理解できる場がある

• また、企業の内部において、
研究開発部局以外で、
博士人材と触れる機会が
増え、ビジネス職における
博士人材の重要性について
理解が深まる

現状/課題
• 博士学生と産業界の接点・共創の枠組みは、共同研究
やインターンシップなど、様々なものがある

• “博士活躍がこれからのセクター” においては、企業は
博士の「研究内容」に関する専門性ではなく、むしろ
トランスファラブルスキルに期待している場合が多いため、
自社とマッチし得る博士を見立ることが難しく、具体的な
接点を構築しにくい状況にある

• 他方、現状、博士人材の採用にあたってインターンシップを
実施している企業は50%である（経団連アンケート）等、
企業と博士人材が深く関われる接点は重要である

• 博士学生と産業界の接点の一つである「ジョブ型研究
インターンシップ」（文科省事業）についても、“博士活躍
がこれからのセクター " では活用が難しい状況もある

– 知財評価が難しいため「共同研究型」は親和性がなく、企業の事業部が
主導する場合には「直接雇用型」も難しい

– わかりやすい成果物を生み出さない「テーマ探索型」は実質的に困難
– 博士学生側にAI 等のわかりやすい専門スキルがないと企業とマッチングし
にくい 等

今後のアクション (案)
• “博士活躍がこれからのセクター” において
博士学生と産業界が接点を持つ枠組みを
構築する 【産学】。また好事例の横展開を
推進する 【産学官】

※博士学生と産業界が出会うための場は、博士人材コンソーシアム
や各大学が独自で実施する意見交換会やポスターセッション等として
すでに一定存在

• ❶の枠組みの一つとしてのインターンシップの
あり方ついて事例収集/ガイドライン作成等
を行う。ジョブ型研究インターンシップの
枠組みも、“博士活躍がこれからのセクター” 
が活用しやすくなる方策を検討する【産学
官】

1

日本経済団体連合会「博士人材と女性理工系人材の育成・活躍に向けた提言」（2024年2月20日）
ジョブ型研究インターンシップの実施結果: https://www.mext.go.jp/content/20250523-mxt_gakushi01-000042727_01.pdf

<博士学生と産業界の共創を実現する人材育成のイメージ>
• 博士学生が課題発見力を活かし、企業に対して様々な
アイデア等を提案

• 博士人材がチームで、企業が直面する分野横断的な課
題への解決策を提案       ・・・ 等

2

本日内容議論 (第2部)

https://www.mext.go.jp/content/20250523-mxt_gakushi01-000042727_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250523-mxt_gakushi01-000042727_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250523-mxt_gakushi01-000042727_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250523-mxt_gakushi01-000042727_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250523-mxt_gakushi01-000042727_01.pdf
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先端セクターで企業のリソースを投下し、博士学生を産学で共同育成する仕組みの推進

• 半導体等の先端セクターでは、博士学生の専門スキル・トランスファラブルスキルの育成を産学が連携し進めるための枠組み
（博士学生が個別に企業と共同研究契約を結ぶ、または学部・学科単位で産学が融合して人材を育成する）を推進
することで、当該セクターにおける博士人材の需給ギャップを埋める

C1

目指す姿
• 博士人材が必須
となる先端セクター
(AI、量子、
半導体等) で、
企業が必要とする
人材が十分に
供給されている

• 以って、日本が
先端セクターに
おいて、世界で
最もイノベーション
を推進できる国
となる

現状の課題
• 先端セクターでは企業の
ニーズに比して、博士の供給
が足りていない

• 日本では、先端セクター
であっても、企業が博士人材
の育成にリソース (資金・人
材) を十分に拠出していない

• 博士課程在学中に、産業界
との接点が少ないため、
業務上必要なスキルが育成
不足なことがあり、企業に
とって即戦力になりにくい

今後のアクション (案)
• 博士学生が企業との共同研究に加わりやすい環境を整備する

– 必要になるプラクティスを具体化・整理する【産学官】
(共同研究と学位論文執筆の両立、企業の人材が大学にクロス
アポイントした上で博士学生の論文指導を共同で実施 等)

– 共同研究を通じた「博士課程の学生の育成」を推進するため、
学内制度の整備に努める 【大学】。また、産学での博士学生の
共同育成の取組を後押しする 【政府】

– 上記の大学の学内制度の整備を前提とし、企業はR&D予算に
加え、リクルート費用も共同研究に活用する【産業界】・・・等

• 企業がリソースを拠出して、先端セクターにおいて、産学で融合し
て博士学生を育成するスキームを実施する 【産学官】

• 修士課程（博士前期課程）修了後に、企業に就職しながら、博
士後期課程での学修を継続できる仕組みを展開し、実施数を増や
す【産学】。こうした取組を後押しする【政府】

⇒本日内容議論 (第1部)
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高度専門人材の育成が急務である
“先端セクター” (AI、量子、半導体)で、
産業界のリソースを投入し、博士学生を共同で
育成する仕組みを作るには？

第１部（60分）
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参考事例：北海道大学における産業界と連携した
半導体博士人材育成
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北海道
大学様
提供資料
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北海道
大学様
提供資料
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北海道
大学様
提供資料
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経済産業省・文部科学省からの情報提供
経済産業省
イノベーション・環境局 大学連携推進室
室長補佐 加治佐 一晃 様
文部科学省
科学技術・学術政策局 人材政策課
課長補佐 髙橋 佑也 様
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グループ
ディスカッションの
前提

本日のグループ・ディスカッションは、PEAKS 博士PF 
第Ⅰ期としての「取りまとめ」に向けた議論をします
発表事例や、「取りまとめ」骨子案へご意見ください

•ご発言を踏まえ「取りまとめ」を作成するため、
発言においては、主体は誰で、誰と連携し、
何をするべきなのか、を明確にお願いします。

•その取組を推進すべき理由も含めてください
•具体的な課題認識や解決策を共有ください
•所属組織のアクション宣言も歓迎します
（例）「弊社/本学では、○○が課題と捉え、●●と連携し、◎◎を△△
のように推進していく」 「弊社/本学では、〇〇が課題と捉えており、政府
には◎◎を△△の方法で推進してほしいと考える」
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議論用）先端セクターで企業のリソースを投下し、博士学生を産学で共同育成する仕組みの推進

• 現状の課題について、内容を具体化できる点はあるか？（関連するエピソードやデータ 等）
• アクション案について、どのように考えるか。また、案の内容を具体化できる点はあるか？

議論の
ポイント

目指す姿
• 博士人材が必須
となる先端セクター
(AI、量子、
半導体等) で、
企業が必要とする
人材が十分に
供給されている

• 以って、日本が
先端セクターに
おいて、世界で
最もイノベーション
を推進できる国
となる

現状の課題
• 先端セクターでは企業の
ニーズに比して、博士の供給
が足りていない

• 日本では、先端セクター
であっても、企業が博士人材
の育成にリソース (資金・人
材) を十分に拠出していない

• 博士課程在学中に、産業界
との接点が少ないため、
業務上必要なスキルが育成
不足なことがあり、企業に
とって即戦力になりにくい

今後のアクション (案)
• 博士学生が企業との共同研究に加わりやすい環境を整備する

– 必要になるプラクティスを具体化・整理する【産学官】
(共同研究と学位論文執筆の両立、企業の人材が大学にクロス
アポイントした上で博士学生の論文指導を共同で実施 等)

– 共同研究を通じた「博士課程の学生の育成」を推進するため、
学内制度の整備に努める 【大学】。また、産学での博士学生の
共同育成の取組を後押しする 【政府】

– 上記の大学の学内制度の整備を前提とし、企業はR&D予算に
加え、リクルート費用も共同研究に活用する【産業界】・・・等

• 企業がリソースを拠出して、先端セクターにおいて、産学で融合し
て博士学生を育成するスキームを実施する 【産学官】

• 修士課程（博士前期課程）修了後に、企業に就職しながら、博
士後期課程での学修を継続できる仕組みを展開し、実施数を増や
す【産学】。こうした取組を後押しする【政府】
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"博士活躍がこれからのセクター" 
(金融、保険、商社等、ビジネス職等) で
博士学生と産業界の接点・共創をどう増やすか？

第２部（40分）
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かんぽ生命保険・立命館大学の取組紹介
株式会社かんぽ生命保険
DX戦略部 AI・データ担当 専門役 山本 佑 様
立命館大学
研究部 RARAオフィス 課長補佐 山田 篤史 様
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北陸先端科学技術大学院大学の取組紹介

北陸先端科学技術大学院大学 教授 トランスフォーマティブ知識
経営 研究領域長
知識イノベーション研究センター長，学長補佐
白肌 邦生 様
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グループ
ディスカッションの
前提

本日のグループ・ディスカッションは、PEAKS 博士PF 
第Ⅰ期としての「取りまとめ」に向けた議論をします
発表事例や、「取りまとめ」骨子案へご意見ください

•ご発言を踏まえ「取りまとめ」を作成するため、
発言においては、主体は誰で、誰と連携し、
何をするべきなのか、を明確にお願いします。

•その取組を推進すべき理由も含めてください
•具体的な課題認識や解決策を共有ください
•所属組織のアクション宣言も歓迎します
（例）「弊社/本学では、○○が課題と捉え、●●と連携し、◎◎を△△
のように推進していく」 「弊社/本学では、〇〇が課題と捉えており、政府
には◎◎を△△の方法で推進してほしいと考える」



大
学
支
援
フォ
ー
ラム

PE
AK

Sを
活
用
した
日
本
型
大
学
成
長
モ
デ
ル
の
創
出
・展
開
及
び
同
モ
デ
ル
の
実
現
に
必
要
な
大
学
経
営
人
材
の
確
保
・育
成
に
関
す
る
実
証
調
査
業
務

32

議論用） "博士活躍がこれからのセクター" における博士学生と産業界の接点・共創の枠組みづくり

• 現状の課題について、内容を具体化できる点はあるか？（関連するエピソードやデータ 等）
• アクション案について、どのように考えるか。また、案の内容を具体化できる点はあるか？

議論の
ポイント

日本経済団体連合会「博士人材と女性理工系人材の育成・活躍に向けた提言」（2024年2月20日）
ジョブ型研究インターンシップの実施結果: https://www.mext.go.jp/content/20250523-mxt_gakushi01-000042727_01.pdf

目指す姿
• "博士活躍がこれからの
セクター" (製造業や製薬
以外の産業、ビジネス職)
で博士人材が活躍している

• そのために、博士課程在学
中に、自らが得たスキルが
“博士活躍がこれからの
セクター” でどう役立つか、
理解できる場がある

• また、企業の内部において、
研究開発部局以外で、
博士人材と触れる機会が
増え、ビジネス職における
博士人材の重要性について
理解が深まる

現状/課題
• 博士学生と産業界の接点・共創の枠組みは、共同研究
やインターンシップなど、様々なものがある

• “博士活躍がこれからのセクター” においては、企業は
博士の「研究内容」に関する専門性ではなく、むしろ
トランスファラブルスキルに期待している場合が多いため、
自社とマッチし得る博士を見立ることが難しく、具体的な
接点を構築しにくい状況にある

• 他方、現状、博士人材の採用にあたってインターンシップを
実施している企業は50%である（経団連アンケート）等、
企業と博士人材が深く関われる接点は重要である

• 博士学生と産業界の接点の一つである「ジョブ型研究
インターンシップ」（文科省事業）についても、“博士活躍
がこれからのセクター " では活用が難しい状況もある

– 知財評価が難しいため「共同研究型」は親和性がなく、企業の事業部が
主導する場合には「直接雇用型」も難しい

– わかりやすい成果物を生み出さない「テーマ探索型」は実質的に困難
– 博士学生側にAI 等のわかりやすい専門
スキルがないと企業とマッチングしにくい 等

今後のアクション (案)
• “博士活躍がこれからのセクター” において
博士学生と産業界が接点を持つ枠組みを
構築する 【産学】。また好事例の横展開を
推進する 【産学官】

※博士学生と産業界が出会うための場は、博士人材コンソーシアム
や各大学が独自で実施する意見交換会やポスターセッション等として
すでに一定存在

• ❶の枠組みの一つとしてのインターンシップの
あり方ついて事例収集/ガイドライン作成等
を行う。ジョブ型研究インターンシップの
枠組みも、“博士活躍がこれからのセクター” 
が活用しやすくなる方策を検討する【産学
官】

1

<博士学生と産業界の共創を実現する人材育成のイメージ>
• 博士学生が課題発見力を活かし、企業に対して様々な
アイデア等を提案

• 博士人材がチームで、企業が直面する分野横断的な課
題への解決策を提案       ・・・ 等

2

https://www.mext.go.jp/content/20250523-mxt_gakushi01-000042727_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250523-mxt_gakushi01-000042727_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250523-mxt_gakushi01-000042727_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250523-mxt_gakushi01-000042727_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250523-mxt_gakushi01-000042727_01.pdf
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全体講評
(上山 隆大 内閣府本府参与)
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